
 

タイワンウオクサギ クマツヅラ科 Premna serratifolia 在来種 
別名  方言名 ク7ギンT、ク7ラーバー 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生、挿木 

 
分布 台湾、}&、ポリネシア、� 諸島 
見た目の特徴 
樹皮は灰)色で、葉は洋紙Ö、×状楕i

 

用途 
防風樹、防潮樹 

植栽・管理のポイント 
・海岸地�の植栽に適する。 
・強剪定に-耐える。 

 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】ガ類：シモフリス�メ、オキT�フ�オ、ク	テンシ	フ�オ、éèキンバネスジ
ノメイガ 

 
材は建築用に利用される。若葉は救荒ï料となる。 
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タブノキ クスノキ科 Machilus thunbergii 在来種 
別名  方言名 �ブ、コゥーギ、トウ
ル、トウ
ヌ 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生、挿木 

  
分布  
見た目の特徴 
樹å、56、5葉はÆ色を&'て�しい。 

用途 
公園樹、街路樹、防潮林 

植栽・管理のポイント 
 

 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが果実を�� 
【鳥類】ノSチÙラ、カラスバトな
が果実を�� 
【昆虫類】チ�ウ類：アオスジアÙ�、ガ類：�ブノ�メ�マキ、ホシ�スジRwシ8ク、シ
	モンウスチ8�メシ8ク、�スオ��メ�マキ、オオ�ノガ、�虫類：é�ポンモモブトコ
バネカ�キリ、コウノUマフカ�キリ、オキT�リンUカ�キリ、キクイ
シ類、�の�：ト
�イ	マルカイガラ
シ、�ブシ	マルカイガラ
シ 

 
d香の材料として利用される。 
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テリハボク オトギリソウ科 Calophyllum inophyllum 在来種 
別名  方言名 �ラブ、トゥフクギ、�ラフクギ、�ラウギー、�ラ� 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 取木、実生 

 
分布 台湾、}&アジア、ポリネシア、マwガスカル、琉球列島 
見た目の特徴 
ÜÝのあるÕÖの葉を持つ。枝が�がqや
すく樹形が揃いにくい。 

用途 
防風防潮林、街路樹、公園樹 

植栽・管理のポイント 
・�温に�い。 
・耐潮風性が強く、海岸地�の植栽に適する。 
・樹形がäれやすいため、適�L枝を除去する。 
・病害虫の被害は少ない。 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが4と果実を�� 

 
�Ú材=指物・挽物）として利用される。 
樹皮や種zはë用として利用される。 
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ニッケイ クスノキ科 Cinnamomum sieboldii 在来種 
別名 オキT�é�ケイ 方言名 カラキ、ガラギー、é�キィ 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生 

 
分布 ��島、� 島、~Á島、石!島 
見た目の特徴 

し小指頭>。 

用途 
庭園樹、公園樹 

植栽・管理のポイント 
・>木となるが剪定には�い。 
・剪定に�って枝枯れを起�しやすい。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チ�ウ類：アオスジアÙ� 

 
材は[Ú材、L駄材、薪炭材に利用される。 
樹皮、根皮はë用、香味料となる。 
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ハマイヌビワ クワ科 Ficus virgata 在来種 
別名  方言名 アンカéク、アリカéウギー、ア�éク、アチネー

ク、アリンガフ 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 挿木 

 
分布  
見た目の特徴 
Cや枝から多くのt根を発生する。CはDE
し、樹皮は灰色を&'る。葉はAいÕÖ、表
面はÜÝがある。実は球形でÆ色のçに(k
色になる。 

用途 
防風防潮林、海岸公園樹 

植栽・管理のポイント 
・土壌は°に ¡�、÷øに-耐え、耐潮風性-強く、環境適応性が高い。 
・/01J6Kは強いが、枝6が疎であるため、自然樹形を基本とし剪定は控えめにする。 
・病害虫の被害は�と�
ない。 
・根が地表面に�れ、根�れする�とがある。 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが果実と葉を�� 
【鳥類】��ドリ、シ	ガシラが果実を�� 
【昆虫類】チ�ウ類：イシガケチ�ウ、�マ
ラ7キマwラ、マルバネルリマwラ、ガ類：

�テンノメイガ、イカリモンメイガ、コウèン�シ	ノメイガ 

 
葉は��の�料、緑�として、材は薪炭材として利用される。 
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ハマビワ クスノキ科 Litsea japonica 在来種 
別名  方言名 Tガバーギー、�マ��、チーギウトゥ、
ンギ 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生 

 
分布 朝鮮、台湾、本州中南;@南 
見た目の特徴 
X生した��に似た葉を持つ。4は葉のつけ根
に生じ、実は翌ÊになってÅk色に¿す。 

用途 
防風防潮林、公園樹 

植栽・管理のポイント 
・耐潮風性が強く、海岸地�の植栽に適する。 
・土壌は°に ¡ない。 
・日·たqが良く、É¸の良いuvに植栽する。 
・ 移植には�い。 

 
・病害虫の被害は少ない。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チ�ウ類：アオスジアÙ�、�虫類：é�ポンモモブトコバネカ�キリ 

 
材は[Ú材、薪炭材として利用される。 
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ビロウ ヤシ科 Livistona chinensis 在来種 
別名  方言名 クバギー、コバ、クバ、クブ、ア�
7 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生 

 
分布 中国南;、九州南;@南 
見た目の特徴 
CはDEし、葉は>OくCのßàで放射状に展
æする。 

用途 
街路樹、防風防潮林、公園樹 

植栽・管理のポイント 
・海�地�の植栽に適する。 

 
・日·たqが良く、É¸良好な石灰岩性土壌を好む。 
・耐潮、耐÷性に優れている。 
・枯葉を適�除去する。 
・�イ�ンカブト
シのï害を受けやすいが、専用の農ëで対応でOる。 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが4茎を�� 
【昆虫類】チ�ウ類：ク	�シèèリ、ガ類：�リガネ�ノガ、�虫類：キ
ネク	Tガ�

シ、�イ�ンカブト
シ、�シオオゾウ
シ、�の�：カイガラ
シ類、バ��類 
【その他】�wé類 

 
笠、ひしゃく、団扇の材料、餅を包むとOに-利用される。 
●公園利用者人気アンケート（高木）トップ 3  
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ホルトノキ ホルトノキ科 Elaeocarpus sylvestris var. ellipticus 在来種 
別名 モガシ 方言名 �ーラシ、�ーウル7ー、�カギ、�ーヌシンギ 
生育型 高木 常緑広葉 繁殖 実生 

  
分布  
見た目の特徴 
広い樹冠を形成する。Æ葉した古い葉が緑
葉の中にいつで-見られる。 

用途 
庭園樹、街路樹、防風林 

植栽・管理のポイント 
・�úな石灰岩性土壌を好むが、,性土壌に対するò応性は高い。 
・ややHI;の植栽に適する。寒風の·たるuvでの植栽はùける。 
・J6Kは強い。 

1 回程度枝透かしを行う。 
・>木になると根が地表面に�れ、根�れする�とがある。 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが果実を��する。 
【鳥類】�アカアオバトが果実を��する。 
【昆虫類】ガ類：ホルトノキTガ�Ùガ、スジオ��メ�マキ、オジ	モン�メ�マキ、マR
チ8T�シ8ク、�T��ÙブトT�シ8ク、マRS	マイマイ、オオ�ノガ、�の�：�ラ
�	カ�カイガラ
シ 

 
葉は¸田の緑�として、材は薪炭材に利用される。 
古くは「カリーの木」縁起の良い木としてFGに植え、²棚に`えられた。 
●公園利用者人気アンケート（高木）ワースト 1  
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モクタチバナ ヤブコウジ科 Ardisia sieboldii 在来種 
別名  方言名 アフ�、�ンwマ、アクチ8、アクチ 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生 

 
分布 台湾、南中国、日本=四国、九州島南;@南）、小笠原 
見た目の特徴 
Å緑色で�った樹å。樹皮は灰)色で、実
は球形で赤¿しçに(k色になる。 

用途 
街路樹、生!、防潮防風樹、o景樹 

植栽・管理のポイント 
・土壌は°に ¡ない。 
・日·たqが良く、�úでsû地なuvを好む。 
・J6Kは強い。 
・J6期の�= Í）に強剪定し樹形を�える。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チ�ウ類：アマ�ウラT�シジ�、ガ類：7カSチキドクガ、イ�シキ�メ�マキ 

 
材は用材、薪炭材として利用される。 
生木を焼いた灰は藍«のo加剤として重宝された。 
葉は緑�、実は救荒ï料になる。 
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モモタマナ シクンシ科 Terminalia catappa 在来種 
別名 コバテイシ 方言名 ク�ディー7ー 
生育型 高木 M葉広葉樹 繁殖 実生 

 
分布 太平洋諸島からインドにわたる}&� 日本では琉球列島と小笠原 
見た目の特徴 
樹皮は灰褐色で、葉が>Oく、枝-横に広
がq、傘状になる樹åが�しい。実は&緑

 

用途 
街路樹、公園樹、緑陰樹 

植栽・管理のポイント 
・海岸地�の植栽に適する。 
・日·たqが良い石灰岩性土壌を好む。 
・耐潮風性に優れる。 
・傘状の樹形になるので広いuvかr要である。 
・剪定はあpq行わなくて�い。 
・街路樹のu合はL枝を剪定  
・>木になると根が地表面に�れ、根�れする�とがある。 
食樹・食草として利用する動物 
【哺乳類】オリイオオコウモリが果実を�� 
【昆虫類】チ�ウ類：�イ�ンアオバèèリ、ガ類：�イ�ンキドクガ、コシ	モンドクガ、
�の�：ク	カ�カイガラ
シ 

 
古くから墓の周囲に植栽されている。葉はª色系の«料として利用される。 
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ヤブツバキ ツバキ科 Camellia japonica var. japonica 在来種 
別名 ホウ¬ン�バキ 方言名 ��キ、カ�シ、シバキ、スバキ、チバキ、チバチ 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生、挿木 

 
分布  
見た目の特徴 
樹皮は灰)色、葉は×形、ÕÖでÜÝがあ
る。赤色の4をnか�る。 

用途 
防風林、庭園樹、生! 

植栽・管理のポイント 
・,性土壌に適するが、石灰岩性土壌で-�く生.する。 
・HI;の植栽に適する。 
・�日陰となるuvや�樹木との混植が適する。 
・風�しが悪くて生.が劣るとカイガラ
シ類が付Oやすくなる。 

 
食樹・食草として利用する動物  
【鳥類】メジ	、��ドリが吸蜜 
【昆虫類】その他：ハゼアブラムシ、アオバハゴロモ、ツバキクロカイガラムシ、ツノロウムシ  

 
種zを搾ってï用油・頭髪油・機械油として、材は薪炭材として利用される。 
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ヤブニッケイ クスノキ科 Cinnamomum yabunikkei 在来種 
別名  方言名 ジコン、ジ�クン、シバギ、��アギ、ブーシ¬キ 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生、挿木 

 
分布  
見た目の特徴 

色の4をnか�る。 
樹å、樹形や葉の感じはクスノキに似る。 

用途 
防風防潮林 

植栽・管理のポイント 
・ややHI;の植栽に適する。 

 
・根は�く分岐するが、移植は困難である。 
・自然樹形で.てる。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チョウ類：アオスジアゲハ、ガ類：ハスオビヒメハマキ、ナラウススジハマキホソガ 

 
材は�Ú材、建築材、薪炭材として利用される。 
種zから製菓用の肉桂油、生葉からは香油を取る。 
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リュウキュウコクタン カキノキ科 Diospyros ferea 在来種 
別名 �R�マコク�ン、ク	キ 方言名 クルキ、クルチ、キw、キwキ 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生、挿木 

 
分布  
見た目の特徴 
Å緑色の葉と�った樹å。枝が広がqにく
く、CがD�にh'る。 

用途 
街路樹、庭園樹 

植栽・管理のポイント 
・海�地�の植栽に適する。 
・°に土壌は ¡ないが、日·たqの良いuvを好む。 
・緑陰形成には適さない。 

 
・葉に虫害が発生し易い。 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが果実を�� 
【鳥類】��ドリやシ	ガシラな
が果実を�� 
【昆虫類】�の�：�Ùブトトガリキジラ�、ア¬�ウマ 

 
¿した果実はï用として、材はc味dの柄、床¯、�Ú材として利用される。 
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リュウキュウマツ マツ科 Pinus luchuensis 在来種 
別名 オキT�マ� 方言名 マーチ、マチ、マー�、マティ 
生育型 高木 常緑針葉樹 繁殖 実生 

 
分布 トカラ列島@南 
見た目の特徴 
CはDEし、�しく勇壮な樹åを見�る。 

用途 
街路樹、公園樹、防風防潮林 

植栽・管理のポイント 
 

 
・耐潮風性に優れる。 
・マ�ノ¬イèンチVウに�るE枯れを防gため、�培管理と予防がr要である。 
食樹・食草として利用する動物 
【哺乳類】56をオリイオオコウモリが��する�とがある。 
【昆虫類】ガ類：マ�ノシンマwラメイガ、オキT�マ�カレ�、�虫類：マ�ノマwラカ�
キリ、�の�：マ��マバR、マ�ノ�ドリ�バチ、カイガラ
シ類、マ�ホQアブラ
シ 
【線虫類】マ�ノ¬イèンチVウ 

 
材は薪炭材・松明=たいpつ）として利用される。 
都市;ではリVウキVウ��が営巣木として利用する�とがある。 
や�¡るではケTガネ��が¾¿果を��する�とがある。 
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サルスベリ類 
サルスベリ、オオバナサルスベリ 

ミソハギ科 Lagerstroemia spp. 外来種 
別名 ジ8�¬クラ 方言名 アンバーギィ、�Uーギ 
生育型 高木 M葉広葉樹 繁殖 実生、挿木 

 
分布 オオバT7ルスベリ インド、}&アジア、7ルスベリ 中国南; 
見た目の特徴 
4は桃色、)色、Çk色な
4色が多
様である。Ç褐色のÔい樹皮がはげM
Wたç、5しい)色の樹皮が独°のp
¹らを�る。 

用途 
街路樹、緑陰樹、庭園樹、景観樹、o景樹、4木 

植栽・管理のポイント 
・HI;の植栽に適する。 
・風·たqの�い植栽地を ぶ。 
・4は5しくÃた枝のßにpとpって付くので、太枝を切q詰めて23な5梢をÃさ�ると4
房が>Oくなる。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】ガ類：オオ�ノガ、ドクガ類、�虫類：ク�カ�キリ、�の�：カイガラ
シ類、
アブラ
シ類 

 
材は床¯、農Úの柄、挽物材に利用される。 
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ソシンカ類 
オオバナソシンカ、ムラサキソシンカ、フイリソシンカ、

ナツザキソシンカ、ベニバナソシンカ、モクワンジュ 
マメ科 Bauhinia spp． 外来種 

別名 アカバT�カマノキ、�ウテイ�ク 方言名  
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 挿木、取木、実生 

 
分布 中国=広東省）、香港、インド、�ルマ、東南アジア 
見た目の特徴 
枝のßàや太い枝に-X生して4がnく。 

用途 
公園樹、庭園樹、街路樹、o景樹、4木 

植栽・管理のポイント 
・HI;の植栽に適する。 
・土Öは°に ¡ない。 
・日·たqが良く、風·たqが�いuvを ぶと良くæ4する。 

 
・病害虫の被害は少ない。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】ガ類：ドクガ類 

 
アカバTQシンカは 1965Êに香港市の4として 定され、1997Êの香港返還@降は「°別
行政区」の区旗に-正式�用された。 
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トックリキワタ パンヤ科 Ceiba speciose 外来種 
別名  方言名  
生育型 高木 M葉広葉樹 繁殖 実生、挿木、取木 

  
分布 ブラジル、アルゼンチン北; 
見た目の特徴 
壺状のCを持W、樹冠全体に4がnく。 

用途 
街路樹、公園樹、庭園樹 

植栽・管理のポイント 
・HI;の植栽に適する。 
・日·たqが良く、É¸の良いuvに植栽する。 
・枝が�いので強風が·たるuvへの植栽はùける。 
・剪定は�と�
r要ないが、切口への腐朽防止の処理がr要である。 
・病害虫の被害は少ない。 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが4を�� 
【昆虫類】ガ類：�ノガ類、�の�：カイガラ
シ類、オキT��キリバチ 

 
綿は、枕、座©団、救命Ú、ク�シ�ンの詰物として珍重される。 
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フクギ オトギリソウ科 Garcinia subelliptica 外来種 
別名  方言名 プククギー、フクキ、フクジィ、フクン 
生育型 高木 常緑広葉樹 繁殖 実生、取木 

 
分布 インド、スリランカ、フィリピン、台湾 
見た目の特徴 
Aく広いÅ緑色の葉を持W、fっDg
h'た樹冠を形成する。 

用途 
防風防潮林、街路樹、FG林 

植栽・管理のポイント 
 

・海岸地�の植栽に適する。 
・深根性であるため移植は/01難しい。 
・É¸の良いuvに植栽する。 

 
・病害虫の被害は�と�
ない。 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが果実を�� 
【昆虫類】ガ類：スカシホQ�ガ、�虫類：フクギノコキクイ
シ、�の�：カイガラ
シ類 

 
¤¥1な�物の«色材料( )として利用される。 
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